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下田歌子の周辺には多くの人がいる。それらの人々との
















































一九二三）と結婚、八月に敷地五万坪、邸宅二千坪の芝区三田綱町邸を購入した。明治十五 （一八八二）十二月には特命全権大使としてフランス駐在を命じられ、 スペ ン、ポルトガル、スイス、ベルギー公使を兼任した。その後も東京府知事、貴族院議長 文部大臣など 歴 ている。また蜂須賀農場を経営するなど実業家としての活動もあった。大正七年（一九一八） 月に死去した。
正韶は、 『大名華族』によると明治十九年（一八八六）
におつきをつれて英国ケンブリッジ大学に留学していたが、明治二十八年（一八九五）十二月に帰国し、徳川慶喜の四女筆子 （明治九年出生） と結婚した。筆子は病弱であったためか明治四十年 （一九〇七） 、 三十一歳で死去している。
坂本辰之助著『現代名士人格と修養』では正韶について







長男正氏の四人の子をもうけた。彼らには生まれる前に別名がつけられていて、年子に 「小松」 、笛子には「鳩」 、小夜子には「桃」 、正氏には「椿」と付け れていた。正氏の「椿」は女のようでおかしいということになり、後に「兜」と改められた。誕生に向けての産着などには、その別名の「おしるし」が付けられる。女中たちが正式 呼ぶときには「小松しるしさま」のように「 るし」と う言葉をつける。年子 父正韶 「春駒」 、母筆子は「折鶴」 、祖父は「若松」 、祖母随子は「宝 である。
長女の年子は広い敷地の中を走り、木登りをするなど活






































































『女子学習院五十年史』の「卒業終了及修業者竝入園者名簿」によると、年子は学習院幼稚園を修了し、明治三十六年（一九〇三）に華族女学校初等小学三級に入学、明治四十四年（一九一一）に退学している。年子の友達の浅野禮子（浅野長之女）は明治四十三年（一九一〇）に退学している。正韶から 年遊んで聖心女学院に入学するようにと言われたとあり、退学から聖心女 院入学の間があかないようにす ために浅野禮子より一年遅れて手続きをしたと思われる。年子は二十一歳の時に茂韶の定めた松平康晴と結婚、五














英国ケンブリッヂ大學に留学し、バチエル、オヴ、アーツの学位を得て歸朝し、 宮内省に奉職して忠實に働いたので、皇后宮主事まで陞任した。 然るに父の茂韶が薨去したゆへ、皇后宮主事も式武官も共に辭した。 」とあるので、正韶が皇后宮職についてからのことなのだろうか。明治二十九年（一八九六）に茂韶が第二次松方内閣の折に文部大臣に就任しており、その頃の歌子は華族女学校に奉職していで、文部省を訪ねることはあったであろう 確証となる記録はまだ見当たらない。
拡張事業と蜂須賀正韶
幹事嘱託の竹内貞三（第三代理事長）は、大正十年の夏
ごろに初めて実践女学校を訪れ 時の印象を「本稿擴張十年計劃案 就い 」 （ 「なよ竹」第二十号
　
昭和六年二月）
の中で次のように記している。実践女学校 実態は旧態依然で、経営上に就いては前途に対する確乎たる方針が決まっていず信条も立っ なかったことに驚い 。そして日進月歩の文化時代 、経済を度外視しては学校が成 立たない。立派な先生に授業を依頼できないし、設備がよくなければ優れた教育が行われることが困難である。それを解決するためには、確乎たる将来の計画 立 ること こ
れに応ずる適当の方法を講じ、校舎の拡張増築、諸設備の充実をはからなければならないと下田校長に進言し、計画の輪郭だけを作成し渡したと記している。
数か月後に歌子は竹内貞三の計画を受け入れ、寄付金を















































敷地の買収、校舎の増設、機械器具その他の設備などのためにまず百五十万円の資本金募集を企て、 第一期事業 （百万円） 、第二期事業（五十万円）として女子大学設立の構想を立てた。寄付者には会長蜂須賀正韶、校長下田歌子 連名で「謝状」 （図）が出された。
後援会からは会長蜂須賀正韶、副会長本野久子の名で挨




















四月に設立された麻布の順心女学校の校長に就任しており、また大正九年（一九二〇）九月には愛国婦人会第五代会長になり多忙であっ 。こ 間の大正八年（一九一九）七月に実践女学校の経営を補佐し実務の中心にあった副校長の青木文三が死去し、井出豊作たち教職員が歌子の補佐を務め、教え子の本野久子が青木文三に代わり理事 就任した。さらに大正十年（一九二一）六月に明徳女学校 長に就任する。明徳女学校は通信省女子従業員のため 夜間女学校である。
また歌子の私生活にも変化があった。歌子から明石為次








行方不明となった。被害の中心は神奈川で、建物の全壊は十万九千余棟、焼失は二十一万二千余棟であった。昼食の時間に重なっていたため火災が発生、当日能登半島付近に位置していた台風により関東全域に風が吹き、火災旋風を引き起こしながら広まり 旧東京市の四十三パーセントを焼失した。 （巻末図版一参照） 『東京府大正震災誌』によれば内務省、大蔵省、文部省、農商務省、逓信省などが全焼、大学などの教育機関は 東京帝国大学図書館、東京女子高等師範学校、明治大学、日本大学、中央大学、聖心女子学院、大妻高等女学校 共立女子職業 校などが全焼した。実践女学校は被害がほとんどなく 妻高等女 校幹事の西野辰五郎は実践女学校の教室借用の旨を申出 き ので承諾し、大妻高等女 校は二十五日に移転してきた。同日に震災以来閉校の状態だった実践女学校は授業を再開した。
各救護団体、社会事業団体が救援活動を行った。歌子が








災の被害にあった。歌子は、九月二十日付けの床次竹二郎宛の書簡（四五八九）で見舞いに行けないことを詫び、教職員や生徒の罹災状況の調査で少数の死者があるこ 、拡張後援会事務所は被害 少なか と報告をしている。
歌子は大正十二年後半から大正十三年にかけて、 務を
犠牲にして愛国婦人会 救済事業を行った。竹内貞三は関東大震災発生のために後援会事業の寄付金募集が頓挫たことが動機となって、大正十四歳晩ごろに表面に出てこの事業に関わった 前出「本稿擴張十年計劃案 就いて」の中に記している。財界が数年前から下り坂になって寄付の依頼を言い出せない時勢で 震災 影響もあり、改
めて寄付金の募集をしたくなく資金集めに苦慮したと記している。後援会の寄付金が数万円あり、これを基礎として鉄筋校舎の建築に着手した。
震災後の大正十三年、十四年の二回、皇后からお手許金
二千五百円ずつ計五千円が下賜された。 『下田歌子先生傳』の「過ぎにし跡（そ 二） 」で歌子は、高齢であるにも関わらず身体に無理をしていたためもあり、耳が遠くなっていたと書いている。そうした歌子を支えて、当面の事業にあたったのは柿沼顧問と竹内貞三であった。歌子は大学と専門学校の設立を発表していたた 、計画を中断撤退することはできず、事業を進めていった。
大正十五年（一九二六）二月に仮称第一鉄筋校舎の起工










（一九一八）二月十日に七十 歳で死去、二月二十七日には徳島で告別式が行われた。大正八年（一九一九）十二月十九日に三田綱町 蜂須賀家本邸が火災のため焼失した。それから間もない十二月二十四日に 笛子は松田正之と結婚、大正十年（一九二一）に正氏は英国ケンブリッジ大学に入学し、大正十一年（一九二 ）十月一日に妹の小枝
が、翌年の十月四日には祖母随子が死去する。蜂須賀邸には多い時で八人の家族がいたのに、娘たちの結婚と正氏の英国留学 そして随子の死で正韶は一人になった。正韶は大正十三年（一九二四）一月十六日に貴族院副議長に就任（昭和五年任期満了で退任）する。
年子の結婚の年月は明らかではないが、 『大名華族』の
記述を読むと、二十歳の時に夫になる松平康春と会い、二十一歳で結婚したとあるので、大正六年（一九一七）の年に結婚したことになる。こ 縁組は茂韶と松平康春の父との間で取り決めたものであった。津山松平家は本郷 本邸があったが、 九段の靖国神社の前に家を建 て別居した。
昭和四年（一九二九）四月十五日に正氏が帰国、昭和五























































































































く下がったので筆をとった。果物 正韶の御霊に、笛子には造花を贈る。 「去年汽車 中へ故父君の殊更に在してつく
ぐ
と御うへ打ち頼ませ給ひ「君在せはまづ安心





























が分からなかったが、あとで蜂須賀姓に戻ったとき、はじめて華族さんだと分かった。 ちに早大の哲学科を聴講、そこで学生と恋愛し （十五才年 だった）昭和十二年頃なくなった。三十九才だった。その恋愛は純粋な恋愛だった。Ｕ氏とかいうその人は笛子の没後本郷の る薬局 娘と結婚したが、 一年くらいのちにその夫人は急逝した。又キリスト教系の大学に入 後再婚したが、その夫人も亦一年位のちに雷に打たれて急死し それでＵ氏は、沢木興道老師に私淑し、出家してしまっ 。
『大名華族』 の中で、 年子は聖心女学院から帰ってくると、十二人の家庭教師がいて数学、国語、英語などを学習したとある。健康な年子は学校教育を受けることができたが、病弱な笛子には をつけて 習させた 思われる。年子は自分の結婚について何も知らされず、夫となる松
平康春に引き合わされる。 そのことについて父の正韶に 「いくら何でも、時代は変っているのですから、私の結婚については本人の私に…」 と涙ぐみながら話したと書いている。年子は時代が変っているこ を意識していた。
年子は『大名華族』の中で「女は道具である」と述べて
いる。自身の結婚も、後継ぎを生むための「道具」との思いがあったのだろうか。笛子もまた父の定めた相手と結婚し、苦しい思いをし 離婚する。関ヶ原以来の家を重んずる蜂須賀家にも新しい時代の波は押し寄せてい 。家が大事とする正韶に、年子は人が大事と言い切る。年子も笛子も精神的に自立した女性として、新しい時代 自身の生き方を模索していたのではないだろうか。　
蜂須賀茂韶、正韶、正氏の肖像写真は徳島市立徳島城博
物館所蔵のもので、図版と て掲載するにあたり御配慮、御許可をくださいましたことに感謝申し上げます。本稿を書くにあたり、多く 方々にご指導ご教示を ただきました。特に福島弘子氏、徳島市立徳島城博物館の小川裕久氏には、蜂須賀家に関する文献など ついて御 御協力をいただきました。心から感謝 申し上げます。
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